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▪こどもセンターだより

子育て支援講座「親子でおやつ作り」
10月19日（木）　午前10時～11時　※事前申込（先着6組）
親子イベント「ハロウィングッズをつくろう」
10月27日（金）　午前10時～10時30分
※事前申込（先着8組）
制作セットの配布　10月27日（金）～29日（日）
※事前申込（先着7組）
子育て支援講座「理学療法士パパの運動遊び」
11月2日（木）　午前10時～11時　※事前申込（先着6組）
親子イベント「誕生カードづくり」
11月13日（月）　午前9時30分～11時30分
※事前申込（先着6組）

お詫びと訂正
広報すかがわ9月号で「親子イベント『誕生カードづく
り』」の開催日を10月11日(水)とお知らせしましたが、正
しくは10月13日(金)となります。

こどもセンター （76）6687

▪図書館だより

こども読み聞かせ会（読み聞かせの会ポケット）
10月14日（土）・28日（土）　午後2時30分
※自由参加（定員20人）
おひざにだっこのおはなし広場
（おはなしの会ラ・ポム）
10月18日（水）　午前11時　※自由参加（定員30人）
リサイクル広場
10月26日（木）～29日（日）　午前9時～午後4時30分
ビブリオバトルワークショップ
10月29日（日）・11月5日（日）　午前10時～11時30
分　※事前申込
ボランティア活動推進研修会「製本講座」
11月3日（金・祝）　午後1時30分～4時　※事前申込
ビブリオバトル
11月12日（日）　午後1時30分～3時
※発表者（小学生以上）は事前申込。
観覧自由

中央図書館 （75）3309
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　tetteでは、市民の皆さんが生涯にわたり学べるよう様々な世代に向けた講座や各種
イベント、誰でも楽しむことができる行事などを行っています。詳しくは、tetteホー
ムページやインスタグラムをご覧ください。

中央図書館に保管されている「勝どき」

－学校の今昔－

第二小学校　その1
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熊本県熊本県
大津町大津町

　私のふるさとは熊本県大
お お

津
づ

町です。熊本県の中央に位
置し、西に熊本市、東には阿

あ

蘇
そ

山
さ ん

を望むことができま
す。参勤交代の宿場町として栄えた大津町ですが、現在は

「Honda」の熊本製作所をはじめとする工業も盛んで、自
然と産業が調和するまちです。
　熊本県は、漫画「O

ワ ン

NE P
ピ ー ス

IECE」の作者・尾田栄一郎さん
の出身地でもあります。平成28年の熊本地震のとき、尾
田さんの「必ず助けに行く」という声から「熊本復興プロ
ジェクト 麦わらの一味ヒノ国復興編」が立ち上がりまし
た。被災地の復興を手助けするというストーリーの基、熊
本県内の各被災地にキャラクターのモニュメントが設置さ
れ、大津町にも建てられました。熊本県にいらした際は、
大津町も含めて、ぜひ復興のシンボルとなっているモニュ
メントを巡りながら観光をしてもらいたいです。
　福島には、同じく震災を乗り越えてきたもの同士の勝手
な親近感がありました。須賀川に住んで5年になりますが、
公共施設もきれいな所が多く、暑さ寒さに関係なく子ども
が遊べる施設もたくさんあり、子育てがしやすい環境で助
かっています。これからものびのびと子どもが育っていけ
る須賀川であってほしいと願っています。 代 表 者
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090（7520）7688
毎週火曜日（畑作業）
随時（職業体験など）
市内

そらいろのたね

　「そらいろのたね」は、 子ども職業体験、親子自然体験、 
親子農業体験などのグループが集まり、より多角的に子
どもの健全育成につながるイベントを企画運営していく
ため、令和2年に発足しました。
　これまで、市民の森での宇津峰ハイキングや芋煮会、
浜尾地区の畑を借りての野菜作りやコンポスト作り、市
内の企業でヘアメイク体験などの職業体験や自分の将来
についてまとめる「夢の地図ワークショップ」などを行っ
てきました。
　情報が簡単に手に入る時代に
リアルな体験の場を提供するこ
と、自分たちの住む須賀川の魅
力に触れることは、 子どもたち
の五感を刺激し、ふるさとへの
愛情を育むかけがえのない機会
になると信じ、今後も活動して
いきたいと思います。
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